
『
棲
 

F
ト
ー
 

一
 
一
 

毒
 校 

米
の
収
穫
期
を
迎
え
、
藻
川

小
学
校
（
山
脇
薫
校
長
・
児
童

数
百
十
六
人
）
で
は
九
月
二
十

一
日
、
学
校
田
の
稲
刈
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
七
年
前
か
ら
P
T
 

A
の
協
力
で
、
子
供
達
に
勤
労

の
尊
さ
と
収
穫
の
喜
び
を
味
わ

せ
る
学
校
田
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
 

こ
e
日
は
、
四
年
生
以
上
の

高
学
年
児
童
五
十
五
人
が
、
学

校
田
の
地
主
で
も
あ
る
佐
藤
修

一
同
校
P
T
A
会
長
（
3
6）
ら
 

P
T
A
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
コ
 

ー
チ
で
、
昔
な
が
ら
の
カ
マ
を

使
っ
て
四
ア
ー
ル
の
稲
を
刈
り

取
り
ま
し
た
。
 

こ
の
日
収
穫
し
た
約
三
俵
の

も
ち
米
は
十
月
上
旬
に
子
定
さ

れ
て
い
る
「
校
内
も
ち
つ
き
大

会
」
で
、
お
汁
粉
に
し
て
食
べ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

/
 

麟
級
 が

 
綴
r
 

一一一広報 

③こしかわら 
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（毎月2回 1日・15日発行） 

三
 

一
 

,
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
．
 

学校田で稲刈 り する児童たち 

,
 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

昭和62年 

筋．649 

10-15 

1つた＜したちの先人は、不縄不屈の五月りI原
魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り
開き、今日の活力に満ちた五所”原市を築き

上げました。 
わたくしたちは、この伝統を継承し、広
い視野に立って西北津軽の人マと協調
レ、郷土の限りない発展を願つて、こ
こに市民慧章を定めます。 

⑨II!，身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美レいまちをつ＜ります。 

⑨平和を愛レ、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 
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市
で
は
市
制
施
行
記
念
日
の
十
月

一
日
、市
内
大
町
の
レ
ス

ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
昭
和
六
十
二
年
度
市
褒
賞
の
表
彰
式
を
行
い
、
 

新
谷
伊
太
郎
さ
ん
ら
七
氏
に
市
褒
賞
を
贈
り
ま
し
た
o
 

表
彰
式
に
は
、
森
田
市
長
を
は
じ
め
受
賞
者
、
来
賓
な
ど
約

八
十
人
が
出
席
。
 

君
が
代
斉
唱
の
後
、
森
田
市
長
が
受
賞
者
一
人
ひ
と
リ
に
褒
 

郎 

市褒賞表彰式 

(
 

・

1
(
 
，‘
 

教
育
の
振
興

発
展
に

貢
献
  

‘
 
、
 

鈴

木
太

左
衛
門
氏
（
召
 

も
っ
て
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
。
 
 

‘
『
，‘

，
 

梅

田
字
薄
井

三
七
番
地
 

る
と
と
も
に
、
五
所
川
原
市
教
育
長
と
し
て
卓
越
し
た
識
見
を

教
育
界
に
あ
っ
て
子
弟
の
教
育
と
後
進
の
指
導
に
精
励
さ
れ
 

進
と
民
生
安
定
に
貢
献
。
 
 

・

一ー、
 
→
 

社
会
福
祉
団
体
の
役
貝
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五

福
祉
の

増
進

と
民

生
安

定
に

貢
献
  

』
ノノ
‘
 
末

広
町
一

旧
番
地

一
 

所
川
原
市
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て
福
祉
の
増
 

小
山
田
 

鳳
 
隆

氏
（
巴
 

 

，
 

ひ
か
王
一f
、
「
一
」
‘小
伏
。
 
 

【
 

森
林
事
業
の
発
展
に

尽
、力
  

「
【IL

/
I
I
J

)
j
E
f
l「
.
t
h:
:
J
j
u
u
I
J

4
'
L
B

f
!
I
i

t
i
L
4
I
I
l
H

H
:
L
c
J

c
)
L
.
/

J
i
*2
:
I
i
'

L
  

、
 
り
 
新
 
谷
 

伊
太
郎
氏
（8
3)
 

 

(
 

新

谷

伊
太

郎
氏
ら

7
氏
 

一
 

唱
関
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（第649号） 

状
と
褒
章
を
贈
り
、
 「受
賞
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も

市
勢
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
健
康
に
留
意

さ
れ
ご
活
躍
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
統
き
、
川
浪
直
治
市
議
会
議
長
と
川
村
礼

一
郎
市
表
彰

推
せ
ん
委
員
会
副
会
長
が
祝
辞
を
、
ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て

新
谷
伊
太
郎
さ
ん
が
 
「今
回
の
受
賞
を
契
機
に
一
層
精
進
し
、
 

郷
土
発
展
の
た
め
に
努
力
し
た
い
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〈・
 
‘
 
、

，
 
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
一
等
に
お
い
て
た
ゆ
ま
ぬ
ポ
 

地
域
社
会
の
建
設
に
貢
献
。
 
 

'!
 

／
  
湊
字
千
鳥
九

〇
番
地

明
る
い
地
域
社
会
の
建
設
に
貢
献
  

$
 

量
吐
 
、
ペ
口
 矢
、
ノ、
る
）
氏
（
汐
）
 
 

ラ
ン
テ
イ
ア
精
神
を
も
っ
て
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
、
明
る
い
 

市
勢
の
進
展
に
貢
献
  

ー
 

県
議
会
議
員
と
し
て
市
勢
の
進
展
に
貢
献
。
 
 

，
 

 
、

牛
  
卓
越
し

た
識
見
を
も
っ
て
民
営
鉄
道
事
業
を
は
じ
め
多
く
の
 

●
 

休
」
々
木
・
 

故
ロ
 
一
一氏
（
6
3)
 

 

！
 

企
業
に
参
画
し
地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 
 

，
 

松
島
町
七

丁
目
九
番

地
  

、

一、
 

」
春目
 
一
 
正
 
土
レ

氏
（
3
6
 

 

性
化
と
雇
用
促
進
に
貢
献
。
 
 

」
 
 
”
ー

ー
，
 

旺
盛
な
る
研
究
心
を
も
っ
て
青
森
ヒ
バ
材
の
研
究
開
発
に
あ
  

「
 

「
，＆准
パ
 

ホ
で
 
I
I
]
山
ハ《
ハ
番:
1
1
 

 

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
促
進
に
貢
献
 

た
り
地
場
産
業
振
興
の
魁
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
 

建
設
に
貢
献
。
 
 

（「
，
一
 

 
‘

ノ
 

川
端
町

一
〇
番
地
  

,
,

，

移
 
ー
『
 

幼
児
教
育
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五
所
川
原
地
区
保
護
  

【

せ
・
I
 
j
'
l

j
J
 

欠
多
 
首
手

天
（
汐
一
 

明
る
い

地
域
社

会

の
建
設
に

貢
献
 

一
 

司
会
会
長
と
し
て
浄
化
運
動
に
献
身
さ
れ
明
る
い
地
域
社
会
の
  

」
 

一
 

一
 一
 

  

     

    

一
 



II 
II 市【I村別交通事故防止 

コンクール実施中 
期間 昭和引年6月 1日（月）～昭和62年11月釦日（月） 

●無免語、飲酒、暴走など争―「謀運転をしないこと、させないことが大切です。 

市
で
は
十
月
三
日
、
三
好
地

区
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
建
築

工
事
の
安
全
祈
願
祭
を
同
セ
ン

タ
ー
建
築
現
場

（
藻川
字
中
島

一
T

一
）
で行
い
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ

ー
は
、
地
区
内
で

生
産
さ
れ
る
大
豆
、
野
菜
、
も

ち
米
等
を
原
材
料
に
、
豆
腐
、
 

味
喰
、
潰
物
、
餅
な
ど
の
生
産

を
行
い
、
農
家
所
得
の
向
上
、
 

就
労
機
会
の
確
保
に
よ
る
出
稼

ぎ
の
解
消
を
図
り
、
共
同
作
業

を
通
じ
て
地
域
の
コ
ミ
ユ
 

 
ニ
テ
 

ィ
活
動
を
抜
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
市
内
で
五
番

目
の
加
工
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま

す
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造
平
家

建
て
で
建
築
面
積
は
百
五
十
一1
1
 

・

九
平
方
H
で
、
総
事
業
費
は

約
三
千
五
百
万
円
を
見
込
で
い

す
。
 

完
成
後
は
、
三
好
地
区
む
ら

づ
く
り
協
議
会

（
川
浪長
五
郎

会
長
）
が
主
体
と
な
り
管
理
運

営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

こ
の
日
は
森
 

田
市
長
、
川
浪
 

市
議
会
議
長
、
 

者

川
浪
三
好
地
区

紗
 
むら
づ
く
り
協
 

珍
勤
奪
気
 

願

一
一
十
人が
出
席

漸

し
て
安
全
祈
願
 

船
響
雛
蒜
 

一
月
末
完
成
に

向
け
て
着
工
し
 

ま
し
た
。
 

文
部
省
の
体
力
つ
ぐ
り
推
進

校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
羽
野
木

沢
小
学
校

（
阿部
季
弘
校
長
・

児
童
数
百
十
一
人
）
で
九
月
一
一

十
八
日
、
研
究
発
表
会
が
開
か

れ
、
県
内
外
か
ら
関
係
者
約
一
一

百
五
十
人
が
参
加
し
、
同
校
の

体
力
つ
く
り
の
様
子
を
熱
心
に

見
学
し
て
い
ま
し
た
。
 

体
力
つ
く
り
推
進
校
の
指定

期
間
は
三
年
で
、
同
校
は
六
十

年
度
に
指
定
を
受
け
今
年
が
最

終
年
度
で
す
。
 

「自
ら
体
を
動
か
し
、
意
欲
 
 

的
に
体
力
つ
く
り
に
取
り
組
む

子
ど
も
の
育
成
」
を
主
題
と
し

た
こ
S
日
の
研
究
発
表会
は
、
 

全
学
年
の
業
前
活
動
で
始
ま
り
、
 

公
開
発
表
，
業
間
活
動
、
全
体

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
同
校
が

今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
体
力

つ
く
り
の
研
究
実
践
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
 

発
表
に
あ
た
っ
て
阿
部
校
長

は
「
一
人
ひ
と
り
の
子
ども
た

ち
が
体
力
つ
く
り
を
自
分
の
も

の
と
し
て
受
け
と
め
、進
ん
で

運
動
に
親
し
み
、
運
動
の
楽
し
 
 

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
と
指
導
法
を工
夫
し
て
き

ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
児
童
の
体
力
も

高
ま
り
、
主
体
性
も
培
わ
れ
、
 

『自
ら
体
力
つ
く
り
に
励
む
子

ど
も
」
 
「最
後
ま
で
や
り
ぬ
く

子
ど
も
』
 
に
育
って
き
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
生

涯
に
わ
た
っ
て
体
力
つ
く
り
に

取
り
組
む
児
童
の
育
成
を
目
指

し
て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

研
究
発
表
会
の
開
会
式
で
は
、
 

森
田
市
長
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
「
来
る
べ
き
世
紀
の
主
役
と

な
る
子
ど
も
達
が
、
や
が
て
活

躍
す
る
た
め
に
は
強
い
意
志
と

体
力
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
研

究
成
果
を
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

又
、
開
会
式
終
了
後
、
島
喜

八
先
生

（
日本
女
子
体
育
大
学

教
授
）
の
講
演
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
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三
好
地
区
農
産
物
 

加
工
セ
ン
タ
ー
 

建
築
工
事
に
着
エ
 

 

体
力
つ
＜
り
の
成

果
を
披

露
 

2
2野
木
沢
小
で
研
究
発
表
会
 

昭和62年（1987年）10月15日 

元気に演技する子どもたち 

r
 



速
水
恒
治

（
一

ツ
谷
）
 

小
山
 
俊

（
松

島
町
）
 

工
藤
パ
ン
育
英

式
会

（
青
森市
）
 

呈
 
江良
 
力
（
毘
 

贈
、
乙P
」
 

え
岐

え

后

鈴
木
太
左
衛
門
 

謝
 
（
梅田
）
 

感
東

京
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
 

（
東京
都
）
 

広報ごしょがわら ⑤昭和62年（1987年）10月15日 

高
額
寄

付
者
な
ど

に
 

感
謝
状
を
贈
る
 

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宴
昌
を
記
念
 

第
七
回
市
民

秋
ま

つ
り
 

期
人
参
加
し
て
植
樹
祭
 

民
謡
と
ジ
ャ

ズ
の
集
い
 

(649号） 

市
で
は
十
月

一
日
、昨
年
九

月
か
ら
今
年
八
月
ま
で
の
間
に

市
教
育
振
興
会
、
市
立
図
書
館

な
ど
へ
高
額
の
寄
付
を
さ
れ
た

個
人
、
団
体
に
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。
 

産
経
会
館
で
行
っ
た
贈
呈
式

に
は
、
森
田
市
長
を
は
じ
め
受

彰
者
な
ど
約
十
五
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

森
田
市
長
が
受
彰
者
一
人
ひ

と
り
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
社
会
福
祉
関
係
に
寄
 
 

付
さ
れ
た
方
に
対
す
る
感
謝
状

の
贈
呈
は
、
後
日
開
か
れ
る
市

社
会
福
祉
大
会
で
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
 

受
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

（
敬
称略
）
 

東
北
電
力
株
式
会
社
五
所
川
原

営
業
所

（
田
町）
 

五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会

（
 

本
町
）
 

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
青
森

支
社

（
青
森
市
）
 

土
岐
文
弘
（
野里
）
 

市
で
は
九
月
ニ
＋
七
日
、
飯

詰
山
国
有
林
地
内
に
あ
る
「
市

民
憩
い
の
森
林
」
 
で
、核
兵
器

廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
記
念
す

る
植
樹
祭
を
行
いま
し
た
。
 

こ
の
市
民
憩
い
の
森
林
は
、
 

市
が
国
有
林
野
を
活
用
し
て
市

民
の
森
林
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
金
木
営

林
署
な
ど
の
関
係
機
関
や
多
く

の
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
 

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
整
備
を

進
め
て
き
た
も
の
です
。
 

こ
の
日
は
、
時
お
り
小
雨
の

降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
、
家
族
づ
れ
の
市
民
や
関
係
 
 

者
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

最
初
に
森
田
市
長
が
「
平
和

は
祈
る
だ
け
で
は
な
く
行
動
が

必
要
で
す
。
二
十
一
世
紀
を
担

う
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
ま
ず

植
樹
を
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行

い
た
い
」
 
とあ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
石
岡
裕
市
議
会

副
議
長
、
福
永
純
久
金
木
営
林

署
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
後
、
飯
詰
部
分
林
組
合

員
の
指
導
を
受
け
、
参
加
者
全

員
で
約
十
ア
ー
ル
に
二
百
本
の

杉
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
観
光
協
会

（1
1一

上
理
会
長
）
で
は
九
月
ニ
十
日

狼
野
長
根
公
園
で
「
第
七
回
市

民
秋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
 

秋
ま
つ
り
は
こ
れ
ま
で
、津

軽
民
謡
や
登
山
ば
や
し
な
ど
昔

か
ら
の
出
し
物
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
年
は
新
し
い
試
み

と
し
て
音
楽
グ
ル
ー
プ
に
企
画

を
依
頼
し
て
、
ジ
ャ
ズ
と
津
軽

三
味
線
の
競
演
が
実
現
し
ま
し

た
。
 

「集
い
」
は
、
劇
団
「
雪
の
 
 

会
」
 
の
野
津こ
う
（
い
さ
ん
の

軽
妙
な
司
会
で
、
第

一
部
は
五

所
川
原
民
謡
協
会
に
よ
る
民
謡

と
手
踊
り
、
第
二
部
は
ア
マ
チ

ュ
ア
バ
ン
ド
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

又
、
第

一
部
と
第
二
部
の
幕

間
に
は
、
津
軽
三
味
線
と
ジ
ャ

ズ
の
ア
ド
リ
プ
競
演
が
行
わ
れ

る
な
ど
聴
衆
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
民
謡
と
ジ
ャ
ズ

の
音
色
が
流
れ
る
中
、
集
ま
っ

た
市
民
約
五
百
人
は
思
い
お
も
 

い
に
弁
当
を
広

げ
る
な
ど
し
て

い
 
初
秋の
一
日
を

集

楽
し
ん
で
い
ま
 

し
た
。
 

同
協
会
で
は
、
 

こ
れ
か
ら
も
ま

つ
リ
の
中
に
新

し
い
試
み
を
取

り
入
れ
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た

い
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。
 

記念植樹する参加者 

の
 

ズ
 

ヤ
 

ジ
 

と
 

雷
 

三
「口
 

民
 

た
 

つ
 

だ
 

暗
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教
育
振
興
会
に
3
0万
円
 

津
鉄
観
光
の
佐
マ
木
さ
ん
 

森田市長に寄付金を手渡す
佐々木さん 

手火晴れの中、親子登山 

市
連
合

P
T
A

、
市
教
育
委

員
会
主
催
の
「
親
子
登
山
教
室
」
 

が
九
月
二
十
日
『
 
八甲
田
山
大
 

親
子
登
山
教
室

ら

⑨
 

Q
喝
（
冒
）開
か
れ
る
 

津
鉄
観
光
囲
代
表
取
締
役
社

長
の
佐

々
木
啓
ニ
さ
ん
は
九
月

二
＋

一
日
、
市
役
所
を
訪
れ
肋

五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
に
三

十
万
円
を
寄
付
、
森
田
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
さ
ん
か
ら
の
寄
付
は

今
回
で
十
回
目
と
な
り
、
関
係

者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

岳
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
登
山
活
動
を
通
し

て
自
然
に
親
し
み
、
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
と
と
も
に
、
 

友
情
と
協
カ
の
精
神
を
養
い
、
 

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
は

か
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
約
八
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
が
、
好
天
に
恵
ま

れ
山
頂
か
ら
は
岩
木
山
、
津
軽

半
島
、
下
北
半
島
も
望
ま
れ
、
 

象
茄

者
は
快

い
汗
を
流
し
て
楽

し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

市民総合文化祭 
いよいよ文化祭の季節となリました。 多種多彩な

発表会がありますので、ご家族おそろいでおいで・く 

ださい。 	 市文化振興会議 

月 	日 時 会 	場 行 	4' 団 体 名 

10 月 25 日 
]0: 00~ 16: 0() 市」く文化会館 第27回県下俳句大会 五所川原俳句会 

9:00-16:00 中央公民館 第24回県下川柳大会 川柳岩木吟社 
10月30日 
~II月 3 日 9: 00-16: 00 中央公民館 菊花展示会 五所川原晩香会 

II 月 1 日 

i 

~！月 3 	日 

9:110-16:00 中央公民館 

盤景展示会 五所川原紫操会 

盆栽展示会 五所川原盆栽会 

篇食系昇プ趣It4 の作 
ILI升川I駅市老人ク
ラプ運合会 

紙細工作品展示会 紙細工研究会 

絵画展示会 光彩会 

ちぎリ絵作品展示会 和紙ちぎり絵貴装 

10: 00-15:00 市民茶会 茶道江戸千家 

烹
  

9:00-16: 00 III 央公民館 

書道展示会 五所川原書道会 

絵画展示会 チャ一チル会 

木彫作品展示会 木彫の会 

染色作品展示会 染色研究会 

藤作品展示会 藤手芸趣味の会 

華道展示会 

華道遠州流 

華道小原流 

華道龍生派 

Il 月 3 	日 10:00-15:00 中央公民館 市民茶会 

茶道表千家 

茶道裏千家 

茶道遠州流 

煎茶道方円流 

一
  

10:00-11:10 

中央公民館 

筆曲（琴）発表会 松葉会 

11:10-11:40 民謡発表会 五所川原民謡協会 

13 : 00-14: 00 津軽三味線発表会 津軽三味線滝栄会 

14:10-15:10 詩吟発表会 五所川原吟詠会 

is: 20-16:20 詩吟発表会 肌山流詩吟道 

19 : 00-21: 00 謡曲大会 五所川原宝生会 

ii 月 8 日 9:00-16:00 中央公民館 
第27回県下短歌大会 五所川原短歌会 

植物研究発表会 津軽植物の会 

文化碑めぐり 
参加者募集 

市文化振興会議では、次により市内文 

化Ii卑めぐりを行います。 

ン日日寺 11月 4 日 出発午後1時 

帰着午後 4時 

ン集合場所 市中央公民館 

ン参加料 無料（専用バス） 

ン見学コース ①加藤東離歌碑 （2）和田 

山蘭歌碑 （③）上原げんと音繊留i卑 （④内 

海草土皮句碑 （5）八木隆一郎歌li卑 （6）若 

山牧水歌l津 

訓練生募集 
国立宮城身体障害者職業訓練校 

レI応募資格 ①義務教育修了者又は、 こ

才11と同等以上の学力があると認めら才一lー 

る身体障害者の方。 

②身体障害の程度は、伝染性疾患、発

作性疾患及び症状の固定していない方

を除き 1年間の訓練に耐えらlJしる方。 

＞募集科目 電二子機器、洋裁、和裁、製

版印刷、製本、軽印刷、OA事務、義

肢装具、理容：、経理事務、テ’ザィン。 

ン訓練期間 1か年（63年 4 月から64年 

3 月まて‘) 

※詳しいことは、本校（〒983 仙台市台

原 5丁目15番1号費022( 233)3 1 2 4 番） 

へどうぞ。 
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きのことりは事故なく楽しく 
きのことリのシーズンとなりましたが、毎年 

遭難i事i牧が発生しています。 

遭難事故が発生しますと、 多くの人に迷惑を 

かけるほか、捜索の費用も本人や家族が負担し 

なければなりません。 

山に入るときは次のことがらに注意しましょ 

う。 

く入山心得〉 

レ天気予報をよく石夜かめる。 

ン簡易雨衣、マッチのほか食糧を多めに持つ。 

）家族などに、山のコース、帰宅時間、同行者 

などを知らせーておく。 

>地理のわからない山には入らない。 

ン自分nの体力に合った行二りり1をする。 

）団体の時は、集合時間、場月、コース等をよ 

く打ち合わせ、必、ず守るようにする。 

＞山に入ったら、お互いに呼びあって、位置を 

連絡しあう。 

レ天候が悪くなりそうなときは、早くきりあげ 

る。 

D道に迷ったら無理をせずに、小枝を燃やすな 

どして、救助隊に知らせる方法をとる。 

D帰宅予定時刻を過ぎても帰らないときは、警 

察に知らせる。 

県信用保証協会からのお知らせ 
長期経営資金保証（愛称 「やく しん」） 

この制度は、堅実な経雀i’を営み、長期的な展

望をもつ県内中小企業者の長期資金の需要に応

えることを目的として、保:1正期間を最高20年（ 

運転資金15年） とより効果的な長」り］資金導入が

はかれるようにし、保証科斗も年率0.85％とこ坪リ

月1し」やすくなっております。 

詳しくは、県信月羽呆証協会五所川原支所（費

⑩ 4 1 2 1番）または金融機関各支店までお問

い合わせください。 

昭和63年度ー農業用免税軽油 

免税証交付申請の受付 
ン日日寺 11月20 LI 

＞場所 県五所川原合同庁舎（栄町） 

ン申請書用紙 県税事務所、農協、軽油販売店 

にあります。 

※詳しくは、五所川原県税事務所間税課（費⑩ 

2 1 1 1番内線 2 07 ・2 08 番）へどうぞ。 

10月は国民年金制度推進月間です 
国民年金は、国が責任を持ってj塞‘営する公的

年金f剛度であり、老齢、障害、死亡について、 

すべての国民に共通の 「基礎年金」 を支給する

ことを目的とした制度であリます。 

また、これら基礎年金の給付に要する費用は、 

匡浜とみんなが公平に負担するイ士組みになってし、 

主す。 

県内では、厚生年金およ tノ『共済年金の加入者

を除いて、現在46万人が加入し、万一の事故や

老後の生活に備えています。 

受給者数も19万 6 千人となり、昨年度の年金

支給総額は685億円に達しています。 

このように、すっかり定着してきた国民年金

ではありますが、まだ掛け忘；I/1のたょうに年金を

受けられず困っている方もいます。 

10月は国民年金制度の推進月間として、制度

に対する正しいご理解とご協力を積極的に求め

ることとしております。 

この機会に、あなたご自身の国民年金をもう

一度点検してください。 

県最低賃金改定 
青森労働基準局

最低賃金額 1日3,323円 

賃金の大部分が時間によって定められ二二

いる人（時間給者）については 

	1 時間 416円 

実施月日 相月10日 

ただし、次に掲げる賃金は、最低Il金の算定

には含まれません。 

除外賃金 

(1)料汁予勤手当、(2）通勤手当、(3）家族手当、（」」 

臨時に支払われる賃金、(5) 1か月を超える」りi 

間ごとに支払われる賃金（賞与、期末手当な

ど）、(6）時間外労働・休日労働に弁fして支弘

われる賃金及び深夜ダ到動に対する」，」埠,部分の

賃金 

二・適用される範囲 産業や増肺Iiにかかわりなく

県内すべての事業場ではたらく常用・臨時・

ノぐートなどのすべての労働者と労働者を一人

でも使用しているすべての使用者に適用さ lL 

ます。 
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第grホームフエスティバル」 

ー勤労青少年ホームー 

「ステッフ。・アッフJ をテーマに ド記のとお 

リホーム祭をIIl」催します。 

今年も盛りだく さんの作品展示や即売品を準 

備して、みなさんのおいでを待っています。 

10月24日（土） 

開会式（午後 6 時30分） 

(I）吹奏楽コンサート （午後 7 時）②ジャズタ’ 

ンス・少材こ寺拳法（ 'F後 7 時30分・）（③アトラ 

クション（午後 8 時10分、） 

10月25日（日） 

午前 9 時オープン 

①作品展示 （2）即売バザー（午前10時）③野・ 

外模擬店（午前l0時30分）④お茶会（午前11 
I 1#) 

※問い合わせ先 勤労青少年ホーム（雪＠3 6 

o 2 番）へどうぞ。 

第7回 

少年の主張発表大会 
少年たちが、家庭生活、学校生活、地域社会 

の場でのふれ合いの中から、 日ごろ考えている 

ことをとりまとめた提言や希望を発表するもの 

です。 

市民の皆さん、お誘い合わせてどうぞ。 

D日時 10月29日 （木）午後1時から 

ン場所 市働く婦人の家ホール 

）主催 市教育委員会 

市学校警察連絡協議会 

市1！『少年I開題i協議会 

第6回 

西北五福祉展 
西北五地区グ井青神薄弱児（者）施‘没、身体障

害者施設の入所者が、 日ごろ訓練しながらつく

リあげた作品をとおして、地域のみなさんに理

解していただくことを目的に開催します。 

市民のみなさんのご来場をお待ちしています。 

レ日時 10月17日 （土）カ、ら18日（日）まて：' 

ン場所 中三デノぐート五所川原店 5 階催事場

レ展示・即売品, 手芸品、木工品、農産物1、手 

ーブく りノ、ム、椎茸、陶器等 

主催 青松園、月見野園、サントピアホーム、 

森田学園、内潟療護園 

児童福祉セミナーの開催について 
青森県弘前児童相談所 

近年、児童の健全育成上、いじめ措」」越の発生

とその対策、障害をもつ児童の養育などがしlギ

しlボ】孜り上げられ、それらの早期対応の必要性

が増大してきています。 

このため、」也域の方々の児童福祉に対する理 

j”年を深めるとともに、直接児童に関係した相談

を受けることを目的に実施するものです。 

レ対象 児童福ま止に関心のある方、関係のある

方、児童の相言炎をしたい方はどなたでも参加

で・きます。 

＞日程 

第 1回 	11月10日 第 2 回 	11月11日 

時 間 講師及びテ一マ 講師及びテ―マ 

13:00 

I 

14:00 

開講のあいさっ 
五所川原市福祉 

事務所長 
「最近の児童をとり 

まく情勢」 
弘前児童相談所長 

成田 	真 

「こどものこころ」 

弘前児童相談所 
心理判定員 

高橋 紀男 

i' i 】〔〕（〕 

I 

15:00 

「こどもの精神医学」 

弘前大学医学部 
附属病院精神科医 

本間 博彰 

「児童相談所の相談 
活動」 

弘前児童相談所 
業務課長 

板垣 肇
児童福祉司 

山谷 文子 

15:00 
- 16:00 質問・相談（個別相昌 貞にも応じます） 

ン場所 市民文化会館 2r 

ン受講料 無米斗 

＞申し込み先及びお問い合わせ先 

五所川原福も上事務 j折（かG)2 1 1 1番内線 2 

4 3 番）へl0月31日までにお申し込みください。 

「交通安全おやこ 
ウオークラリー」 

＞日時 l0月18日 （日）市庁舎前お祭り広場を

午後 0時30分スタート 

これは、親子が協力し合ってラジオの交通安

全クイズに挑戦し、市内に設けた数か所のポイ

ントを廻って、最後はお祭り広場（雨天の場合

は市民文化会館）にゴールするウォークラリー 

で’、県内ネ刀の試みです。 

なお、このラリークx伏況は午後 2 時30分から 

I{ A Bラジオで生中組~されます。 市民多数のこ‘ 

硯戦をお壌｛いします。 

回主催 五所川原地区安全運転管理事業主会

五所川原地区安全運転管理者協会 
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